
オリエンテーリングにスプリント種

目というのが加わってまだそれほど長い

年月は経過していません。２００５年の

愛知の世界選手権では「昭和の森」でス

プリント競技が行われましたがその少し

前から行われるようになりました。かつ

て、オリエンテーリングと言えば、現在

のロング種目にあたるものでした。公園

でオリエンテーリングなどは、トレーニ

ングや初心者向けの大会としてならいざ

知らず、世界選手権の種目として成立す

るとは思いもしませんでした。競技とし

て成り立つのか半信半疑でしたが、実際

にやってみるととても楽しくて、技術的

にも超高速での正確な読図という相反す

る要素をいかに高いレベルでシンクロさ

せるかという難しさが問われます。さら

に、ヨーロッパを中心に市街地の中で行

うスタイルが主流となってきました。自

分も WMOC で昨年はコペンハーゲン

（デンマーク）、今年は、リガ（ラトビア）

でそれを体験しましたが、本当に魅力的

です。最高の舞台で走ることができてオ

リエンテーリングを趣味としたことの幸

せをしみじみと感じました。 

前置きが長くなりすぎましたが、日本

では、こんなに走って幸せを感じる舞台

は中々ありません。しかし、２年前のイ

ンカレで大垣市上石津町時（とき）の集

落でスプリント種目が行われました。こ

れが、我が国で本格的な競技としては初

めての市街地（集落）で開催されたスプ

リント種目ではないかと思います。今年、

再びこの地で公認のスプリント大会が

YMOE 山川氏の手で開催されることに

なりました。 

毎年全日本スプリント選手権は開催

されているのにその参加資格を取得する

公認 Sの大会があまりに少ないので、CC

７（クラブカップ７人リレー）の前日大

会として開催したい。ついては、中日東

海ブロック大会とセット価格にして、ス

プリントに出た人は、中日東海ブロック

大会の参加料を割引にすれば参加者を増

やすことができるという提案を山川氏か

らされました。正直、中日東海大会を開

催するだけでやっとの岐阜県協会が、９

月から１０月にかけて、「清流レク大会」、

「河跡湖フェスティバル体験会」、下呂市

２DAYS、かさだ広場体験会という過密

なスケジュールを乗り切ることができる

かが不安でしたが、集落スプリントの魅

大会レポート(担当橋本) 

クラブカップ７人リレー２０１９ 

前日大会スプリント大会兼第１１回山スペ 

大垣市上石津町  ２０１９年９月１４日（土） 



力と中日東海の集客という誘惑に負けた

形で山川氏に協力することにしました。

ただ、スタッフを確保すること、特に「河

跡湖フェスティバル」「スプリント大会」

は同日開催なので GOLA の人材を二手

に分けなければなりませんでした。それ

から、他の大会の準備、「ねんりんピック

2019和歌山」参加に関わる手続きや関連

の会議参加、そして下呂市 2DAYS と実

に厳しいスケジュールでした。山川氏の

方も他の大会の方の運営やら渉外やらの

合間を縫ってという状況で本当にヒヤヒ

ヤのし通しでした。それでも、何とか大

会にこぎつけられるのは大したものです。

当日は３６０名の参加者に対して、スタ

ッフが、山川氏夫妻、上村氏、GOLAか

ら糸井川、牧ケ野、橋本、清水、豊田、

中田夫妻という陣容でした。少数精鋭と

いうよりは超省力というのが正しいと言

えるでしょう。中田さんは、イベントア

ドバイザーなのにほぼスタッフ状態。コ

ントロール設置から、駐車場誘導、掲示

に、位置説明のカットまで皆さん獅子奮

迅の働きです。そんな時に会場向かいの

製材所に材木満載のトレーラーがやって

くるという事態が起きるなどピンチの連

続でした。参加者の一人、愛知の土屋晴

彦さんも見かねて交通整理を応援してく

ださるほどでした。何とかスタートには

こぎつけましたが、３０秒間隔のスター

ト枠を２人で捌くのはさすがにきびしか

ったです。計算センターも糸井川さん一

人。田舎とはいえ横断地点の誘導に立っ

た皆さんももさぞ神経を使われたことで

あったと思います。何とか致命的なトラ

ブルはなく大会が終了できたときは、ホ

ッと胸をなで下ろしました。 

こんな大会の内情を暴露するのもど

うかと思われるかもしれませんが、これ

がオリエンテーリング界の現実であるの

ではないかと思います。決して岐阜県協

会だけの問題ではなくてです。競技者の

要求はどんどん厳しくなっています。プ

ロの手が入らないと満足してもらえませ

ん。人材は必要ですが、どこのクラブや

協会も人的資源は減少傾向で高齢化も進

んでいます。このところ日本のオリエン

テーリング界は、大会の数は増えていま

す。競技者のレベルも上がっていますし、

学生を中心にどんどん有望選手が出てき

ています。WMOC2021 関西など国際的

な大会も開催されます。一見するとオリ

エンテーリングが再び盛り上がってきて

いるように見えるのですが、その陰に隠

れて歪みは着実に蓄積しつつあるように

思えてなリません。オリエンティアはオ

リエンテーリングの持続可能性というこ

とにもっと真剣に向き合わなければなら

ない時ではないかとしみじみ思います。 

 

☆以下のアドレスからこの大会の動画が

見られます 

https://ameblo.jp/eboshinosato/entry-1

2524758391.html?fbclid=IwAR2gqan7

Xrn2MC8WqfWve6GZER30-wZXRlFY

N5fDyFcOWxzN4-fAtrrlnNw 
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